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マスタ検索 
 

マスタ検索が可能な業務について 
 

項番 対象業務 対象マスタ 検索条件 
1 総合振込 ・受取⼈マスタ 

・従業員マスタ 
・全検索 
・コード 
・検索⽤カナ名称 
・検索グループ 

2 給与・賞与振込 ・従業員マスタ ・全検索 
・コード 
・検索⽤カナ名称 
・検索グループ 

3 預⾦⼝座振替 ・⽀払⼈マスタ ・全検索 
・コード 
・検索⽤カナ名称 
・検索グループ 

 
 
 
 

マスタ検索条件について 
 

（１）全検索 全マスタ情報を検索対象として検索・抽出します。 
 

（２）コード 検索条件に⼊⼒されたコード 1、コード２と同じコードを持つマスタ情報を検索・抽出します。 
 

（３）検索⽤カナ名称 検索⽤カナ名称による検索は、画⾯によって動作が異なります。 
 

※  検索条件に⼊⼒されたカナ名称と前⽅⼀致または部分⼀致する検索⽤カナ名称を持つマスタ情報を検索・抽出 
します。検索結果として、複数のマスタ情報が抽出された場合は、選択画⾯が表⽰され、任意のマスタ情報を１件
選択することが可能となります。この操作は、受取⼈マスタ・従業員マスタ・⽀払⼈マスタで共通となります。 

※  検索条件に⼊⼒されたカナ名称と前⽅⼀致または部分⼀致する検索⽤カナ名称を持つマスタ情報を、画⾯に 
表⽰されるマスタ情報の上位に並び替えます。 

 
（４）検索グループ 検索条件で選択された検索グループ名称と同⼀の「検索グループ名称」を持つマスタ情報を検索・抽出します。 

複数の検索グループを指定した場合は、「AND 条件」による検索⽅式となります。 
 

例）検索グループ指定の１つ⽬と２つ⽬の２項⽬にチェックした場合は、どちらのグループにも属するマスタ情報が 
抽出されます。 
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検索機能の詳細について 
 

（1）受取⼈マスタ⼀覧画⾯ 
    従業員マスタ⼀覧画⾯ 
    ⽀払⼈マスタ⼀覧画⾯ 

 
・ 「全検索」「コード」「検索⽤カナ名称」「検索グループ」の 4 つの検索条件を指定可能とし、「全検索」を標準値 

とします。 
・ 受取⼈マスタ⼀覧画⾯のみ、オンライン都度／事前登録の⼝座を検索条件に含めるか否か指定可能とし、 

「オンライン都度／事前登録の受取⼈も検索対象」はチェックあり（検索対象とする）を標準値とします。 
検索種別を変更した場合も変更前のチェック状態と同じ状態になります。 

・ 検索実⾏後、検索対象のマスタが表⽰されます。 
・ 検索対象のマスタがなかった場合は、タイトル⾒出しのみ表⽰され、マスタは表⽰されません。その際は「該当する 

データが⾒つかりません。」のダイアログが表⽰されます。 
・ 検索実⾏後に表⽰順を変更した場合は、検索対象のマスタが変更された表⽰順で表⽰されます。 

その際の表⽰ページは先頭ページです。 
・ 検索実⾏後に検索種別を変更しても、検索ボタンを押下するまでは表⽰状態（検索結果、表⽰順、ページ位置） 

は変わりません。ただし、検索結果については、他の利⽤者によってマスタ情報の登録・修正・削除が⾏われていた 
場合は、検索種別を変更したタイミングで最新の情報に更新されます。 

・ 検索後に他画⾯に遷移し、再度マスタ⼀覧画⾯に遷移した場合、表⽰状態（表⽰順・ページ位置）の保持に 
合わせて、前回の検索種別、検索条件（チェック項⽬「オンライン都度／事前登録の受取⼈も検索対象」を含む）、
および検索結果を保持して表⽰します。ただし、検索結果については、他の利⽤者によってマスタ情報の登録・修正・ 
削除が⾏われていた場合は、再度マスタ⼀覧画⾯に遷移したタイミングで最新の情報に更新されます。 

 
（1）振込⾦額⼊⼒画⾯ 
    （総合振込／給与・賞与） 
    振替⾦額⼊⼒画⾯ 
     （預⾦⼝座振替） 
 
 

 
・ 検索を実⾏する場合は、「検索⽤カナ名称」は必須とします。 
・ 前⽅⼀致または部分⼀致を選択して検索を実⾏します。 
・ 検索実⾏後、検索対象のマスタが選択されている表⽰順で上位に表⽰されます。検索対象外のマスタは選択され 

ている表⽰順で検索対象のマスタの下位に表⽰されます。 
・ 検索実⾏後に表⽰順を変更した場合は、検索条件はクリアされ、表⽰順での並び替えが優先されます。その際の 

表⽰ページは先頭ページです。 
・ 検索対象のマスタがなかった場合は、検索対象外のマスタが選択されている表⽰順で表⽰されます。その際は「該当 

するデータが⾒つかりません。」のダイアログが表⽰されます。 
・ 検索後に他画⾯に遷移し、再度⾦額⼊⼒画⾯に遷移した場合、表⽰状態（ページ位置）の保持に合わせて、 

前回の⼊⼒した検索⽤カナ名称を保持して表⽰します。 
 

 


